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古墳時代の渡来人
－－西日本－－
亀田　修一　
１．はじめに
　日本列島の渡来人に関する初期の本格的な研究は、文献史学では、関晃（1966）、平野邦雄（1969）、
上田正昭（1965）などが推し進め、考古学では水野正好（1969）が進めた。
　その後、いろいろな渡来系文物（朝鮮半島系考古資料）を通して、日本列島と朝鮮半島との
関わり、渡来人に関する研究が進められた（大阪府埋蔵文化財協会 1987、日韓交渉考古学研究
会 1997、第 46 回埋蔵文化財研究集会実行委員会 1999、和田 2007、日韓集落研究会 2012 など）。
亀田も 1993 年の「考古学から見た渡来人」以降、渡来人さがし、渡来人の役割などに関して
総論的な研究、地域単位での渡来人研究を行ってきた（亀田 1993、1997、2000、2003、2004a、
2008、2012b、2013、2016b など）。
　小稿では、諸先学の研究成果によりながら、西日本の渡来人に関わる考古学的研究の現状を整
理し、畿内と「地方」の渡来人の関係、「地方」の渡来人の重層性などについて述べてみたい。
今回対象とする「地方」は、北部九州地域と吉備地域とする。
２．北部九州地域
⑴　福岡平野地域（花田 2002、亀田 2004b、重藤ほか 2005、武末 2013 など）
　福岡市西新町遺跡は、砂丘上に営まれた集落遺跡で、3、4 世紀の竪穴住居が約 500 棟（カマ
ド住居・オンドル住居を含む）、多数の朝鮮半島系土器が確認され、加耶地域や百済・全羅道地
域からの渡来人の存在が推測されている。また、近畿、吉備、山陰などと関わる土師器なども出
土しており、当時の日本列島と朝鮮半島の交流の拠点として注目されている。この集落の墓地は
西に近接する藤崎遺跡であるが、朝鮮半島系資料は極めて少なく、朝鮮半島系の埋葬施設も確認
されていない。現時点では西新町遺跡で暮らした渡来人たちがこの周辺に葬られたのか、それと
も故郷に戻って埋葬されたのか、わからない。
　西新町遺跡は 4 世紀代に終焉を迎え、それ以後の様子はわかっていないが、この付近で 5 世紀
代の朝鮮半島系資料を多く出土する遺跡は南西約 6km の吉武遺跡群である。住居などの遺構は
よくわからないが、加耶系、全羅道系、新羅系の軟質土器・陶質土器、算盤玉形紡錘車などがま
〈 44 〉古墳時代の渡来人－西日本－（亀田）
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 4 号　2018 年 3 月〈 45 〉
〈 46 〉古墳時代の渡来人－西日本－（亀田）
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 4 号　2018 年 3 月〈 47 〉
とまって出土している。隣接する 5 世紀前半～ 6 世紀末の吉武古墳群においても加耶系を中心と
する陶質土器や鋳造鉄斧、鉄鐸、鉄滓などが出土し、この周辺地域での渡来人・その子孫たちに
よる鉄器生産などの可能性が推測されている。吉武遺跡群の東約 3km にも 5 世紀中葉～ 6 世紀
後半の鍛冶関係遺物・朝鮮半島系土器を出土するクエゾノ古墳群、梅林古墳、梅林遺跡などが
ある。
⑵　朝倉地域（吉武・松尾 1999、宮田 2002、桃﨑 2012、小嶋 2013、筑前町教育委員会 2017 など）
　筑前南部に位置する朝倉地域を代表する渡来人関連遺跡としては、池の上・古寺墳墓群があげ
られる。石蓋土坑墓をおもな内部主体とし、5 世紀代の墓が約 80 基確認され、非陶邑系須恵器（加
耶西部系）、算盤玉形紡錘車、初期の鍛冶具や馬具などの副葬品、初期の棺内土器副葬などによっ
て渡来人の墓を含む墳墓群として注目されてきた。
　甲冑などを出土した墳長約 70m の前方後円墳である堤当正寺古墳（5 世紀中葉）が地域首長墳、
金製垂飾付耳飾、三累環頭を出土した直径 25m の円墳である堤蓮町 1 号墳（5 世紀前半～中葉）
がその下の中間層、そして池の上・古寺墳墓群という階層性が推測できるようになった。
　渡来人たちの仕事としては、同墳墓群の西・北西約 6km の小隈・山隈などの朝倉窯跡群にお
ける須恵器生産、そのほか初期の鍛冶具・馬具などからの鉄器生産、馬飼育、農耕などが推測さ
れた。
　このほか、南東約 6km に殉葬馬土坑が検出された本郷野開遺跡（5 世紀後半）、漢城百済時代
の高杯などが出土した西森田遺跡（5 世紀後半）などがあり、いくつかのグループの渡来人集団
が存在していたことが推測される。
　この地域の渡来人に関しては、堤当正寺古墳を含め、地元独自の交流の中での移住が推測され
るが、より広い地域との関わり、例えば福岡平野の首長たち、南部の筑紫君の首長たち、さらに
畿内大和王権との関わりも無視できない。5 世紀後半以降の朝倉窯跡群の須恵器が陶邑窯系に変
化していることを考えると、少なくとも 5 世紀後半以降には畿内大和王権との関わりは無視でき
ない。つまり、その後の渡来人の新たな移住の場合、王権を介しての移住である可能性も推測さ
れる。
⑶　宗像地域（重藤 2011、亀田 2013・2017 など）
　宗像地域は、内陸部の釣川流域地域、多くの首長墳が築かれる津屋崎海岸部地域、やや西側の
福間内陸部地域、そして古賀・新宮地域に大きく分けられる。
　首長墳の変遷としては、大まかには、4 世紀後半の東郷高塚古墳（64 ｍ）が内陸部の釣川流域
に現れ、その後やや空白があり、5 世紀中頃に、海岸部の津屋崎地域北部に移動し、60 ～ 102 ｍ
の前方後円墳が南下しながら 6 世紀後半まで継続する。そして宮地嶽古墳（径 38 ｍ）→手光波
切不動古墳（径 20 ｍ）と 7 世紀の円墳の首長墳が福間地域に移動して築かれる。
　宗像地域において渡来人たちの存在が明確になる 5 世紀代の宗像の大首長の墓は海岸部の津屋
崎地域にある。内陸部の釣川流域ではオンドル住居が確認されている光岡六助遺跡（5 世紀中頃）
や鍛冶具を出土している朝町山ノ口古墳群（6 世紀末～ 7 世紀代）、初期カマド住居や多くの多
様な軟質系土器（5 世紀前半～ 6 世紀代）を出土した冨地原地域の遺跡群において渡来人たちが
関わっていたものと推測される。
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　海岸部の津屋崎地域では、オンドル住居・排水溝付四柱式方形竪穴住居が確認されている奴山
伏原遺跡（5 ～ 6 世紀）は新原・奴山古墳群に近接し、鳥足文タタキを有する移動式カマドを出
土した生家釘ヶ裏遺跡（5 ～ 6 世紀）も新原・奴山古墳群の南約 500m であり、墳長 73m の生家
大塚古墳がすぐ西側に位置する。そしてオンドル住居、多様な軟質系土器・陶質土器を出土する
在自下ノ原遺跡などの在自遺跡群（4 世紀後半～ 6 世紀後半）のすぐ北側には 5 世紀後半頃から
6 世紀後半頃までの須多田古墳群が存在する。この在自遺跡群の入り海を挟んだ南西約 500m に
はかつて「唐坊地」という地名があり、この「唐坊」は寛喜 3（1231）年までに成立したとされ
る宗像宮 75 末社の「唐坊」八幡宮と関連すると考えられている。まさに唐人、中国の人たちが
住んでいた街と考えられている場所で、古墳時代前期から対外交流などにおいて継続的に使用さ
れたと推測される在自遺跡群同様、海と関わる場所であったと推測される。
　奴山伏原遺跡などで検出されている排水溝付四柱式方形竪穴住居は朝鮮半島の全羅道地域を中
心に分布し、日本列島の例を初めて取り上げた人物は重藤輝行であると推測される。周辺の遺跡
で出土する鳥足文タタキ土器も含め、全羅道地域との関わりが推測できるこの地域はこの住居
を一つの根拠としても全羅道地域からの渡来人の移住を含めた深い関わりを推測できそうであ
る。
　福間内陸部地域においても、5 世紀代のオンドル住居が検出された津丸西ノ後遺跡や津丸南天
神遺跡、割畑遺跡、11 枚の鉄鋌を副葬した割畑 1 号墳（径 10m）、5 世紀前半の短甲などを出土
した直径 26m の宮司井手ノ上古墳、時期は下がるが、7 世紀の首長墳と考えられている手光波
切不動古墳などが比較的近い。その後、この地域には 8 世紀の宗像地域の官衙や寺院がまとまっ
てくる。この地域は、交通路としての機能を持つ西郷川流域とのちの西海道大宰府道など内陸部
の道との関わりが推測できる地域のようである。
　最後に古賀・新宮地域であるが、明確な首長墳はよくわかっていない。ただ近年注目された船
原古墳の貴重な遺物群の存在（森下・甲斐 2016）は、この地域の海岸近くに位置する糟屋屯倉
関連と考えられている鹿部田淵遺跡などとの関連も含めて検討すべきものである。鹿部田淵遺跡
では珍しい円筒形土製品や軟質系土器がまとまって出土している（甲斐 2003・2004）。
　一方で、注目したい資料として鋸がある。新原・奴山 1 号墳（5 世紀中頃、墳長 50m 前方後円墳）、
新原・奴山 44 号墳（6 世紀後半、直径 15m 円墳）などで多くの古墳で鋸が出土している（原 1997 ａ・
ｂ）。全国各地に、当然鋸はあるのであるが、これだけまとまっている地域はないようである（伊
藤 1993）。これらの鋸の舶載・国産の区別は難しいようであるが、朝鮮半島と関わる産業の一つ
として木工製品の生産がなされていた可能性も考えられるのではないであろうか。その製品とし
ては、船など海に関わるものがまず推測されるが、沖ノ島祭祀などに使用された木工製品類を作っ
ていた可能性はないであろうか。木製祭具そのもの、いろいろな祭具を載せたり、納めたりする
台や箱・木櫃などの木工製品をこれらの鋸や鉇や鑿などで作っていた可能性は考えられないであ
ろうか。
　宗像地域では 5 世紀代だけでなく、6 世紀代の朝鮮半島系資料が比較的多く見られる。6 世紀
に入ると、日本列島の人々も朝鮮半島系のカマド・甑を使う煮炊き文化を受け入れ、鍛冶技術も
飛躍することなどから朝鮮半島の人々の生活・道具などとの区別がつきにくくなる。その中にあっ
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て多くの 6 世紀代の朝鮮半島系資料が見られるということは、新たな渡来人の存在を考えざるを
得ない。その多くが往来かもしれないが、そのなかには移住・定着した人々もいたであろう。そ
の波は 7 世紀にも継続していたものと推測される。
　宗像地域の渡来人たちには、沖ノ島祭祀に関わる地域の大首長たちだけでなく、地域の中小首
長たち、そして糟屋屯倉を含めて大和王権との関わりが推測される。その系譜は百済・全羅道地
域のものが多いことも特徴であろう。
３．吉備地域（亀田 1997・2000・2004a、佐藤 2006 など）
　５世紀の備中　5 世紀前半の吉備最大の前方後円墳である造山古墳（墳長 360m）と第 2 位の
作山古墳（墳長 286m）の周辺地域には多くの朝鮮半島系考古資料が見られ、具体的な渡来人の
姿が推測できる。
　鉄器生産に関わる窪木薬師遺跡（鉄鋌、釜山福泉洞 21・22 号墳出土鉄鏃と類似する鉄鏃、鉄滓、
砥石出土カマド住居、5 世紀初）・随庵古墳（鍛冶具一式、朝鮮半島系竪穴式石室、鎹使用割竹
形木棺、5 世紀前半）、須恵器生産に関わる奥ヶ谷窯跡（洛東江下流域系、5 世紀初）、海上交通
の管理に関わると推測される菅生小学校裏山遺跡（加耶、新羅、百済、全羅道系土器、5 世紀前半）
などがある。窪木薬師遺跡の東約 1.5km に位置する高塚遺跡では 5 世紀前半代のカマド住居が
まとまって確認され、朝鮮半島系土器や鉄滓が出土し、窪木薬師遺跡で働く鉄器工人たちの生活
の場と推測される。窪木薬師遺跡の南約 800m の法蓮古墳群では高塚遺跡出土の吉備産初期須恵
器と類似するものが出土し、この古墳群が渡来人たちの墓地群であった可能性が推測される。こ
れらの遺跡群は造山古墳を中心として半径約 5km 内に分布し、朝鮮半島系考古資料の多くは洛
東江下流域（加耶地域）と関わるものが多い。
　また、造山古墳の南西に隣接する榊山古墳（直径 35m）では馬形帯鉤、鉄床、鉄槌、砥石な
どの鍛冶関係遺物、洛東江東岸系の陶質土器が出土している。榊山古墳の被葬者がどのような人
物であるのかはよくわからないが、少なくとも朝鮮半島に関わりをもつ地位ある人物と考えられ
る。
　造山・作山古墳周辺の朝鮮半島系考古資料は、西暦 400 年頃の朝鮮半島南部における混乱に吉
備の首長たちが関わったことを推測させ、その混乱の中で多くの洛東江下流地域の人々がこの吉
備の地に渡来・移住・定着したことを推測させる。
　彼らの仕事は、鉄器作り、須恵器作り、港湾管理などが推測され、そして土木工事、農耕など
も推測される。また随庵古墳で吉備における初期の馬具も出土していることから、馬がいて、飼
育されていたことも推測されるが、馬の飼育が大規模に行われていたことはなさそうである。
　６、７世紀の備中　吉備地域では備中の 5 世紀前半の造山・作山古墳、備前の 5 世紀中葉の墳
長 206m の両宮山古墳のあと、大きな古墳は築かれなくなる。このような前方後円墳の突然の衰
退に関しては、5 世紀後半の雄略天皇代の吉備の反乱伝承が関わると考えられている。つまり『日
本書紀』雄略天皇 7（463）年 8 月条に記された「吉備下道臣前津屋」の謀反・誅殺、同年是歳
条に記された「吉備上道臣田狭」の任地任那での反乱・失敗などである。
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　吉備中枢部において 5 世紀後半から 6 世紀中葉頃まで 100m を越える前方後円墳は築かれない。
そして 6 世紀後半に造山古墳と作山古墳の間の場所に墳長 100m のこうもり塚古墳が築かれる。
このような動きに関しては、欽明天皇 16（555）・17（556）年の白猪屯倉・児島屯倉設置が関わ
るのではないかと考えている。両屯倉設置には当時の大和王権中枢部にいた蘇我稲目・蘇我馬子
が関与したことが『日本書紀』に記されている。そして同 30（569）年条に、渡来人である王辰
爾の甥胆津が派遣され、白猪屯倉の田部の丁籍を検定し、田戸を編成した功績によって白猪史の
姓を賜り、田令に任じられたことが記されている。
　このように吉備の屯倉に関しては、大豪族蘇我氏、渡来系の白猪史胆津などが関わることが確
認できるが、のちの『備中国大税負死亡人帳』（739 年）によっても屯倉設置による新たな畿内
系渡来人の移住が推測できる。賀夜郡庭瀬郷三宅里の「忍海漢部真麻呂」、賀夜郡阿蘇郷宗部里
の「西漢人部麻呂」などである。日本最古の製鉄遺跡である千引カナクロ谷遺跡（6 世紀後半）
はまさに賀夜郡阿蘇郷に位置している。阿蘇郷の西漢人部については千引カナクロ谷遺跡が調査
される以前からすでに直木孝次郎によって鉄生産との関わりが推測されていた（直木 1983）が、
まさに屯倉の設置に伴って新たな渡来人たちが大和王権から派遣され、吉備地域で新たな鉄生産
を開始したと考えられるのである。
　前述の 5 世紀前半に鉄器生産を始めた窪木薬師遺跡は賀夜郡服部郷に属しており、5 世紀後半
～ 6 世紀初頭の一時的衰退を経て、6 世紀前半から鉄器生産の規模が拡大する。「忍海漢部真麻呂」
がいた場所は賀夜郡庭瀬郷三宅里であり、まさに「三宅」→「屯倉」であり、この人物が屯倉と
の関わりでこの地にいたと推測できる。さらに「忍海漢部」は本来大和葛城地域と関わると推測
される。
　以上を総合すると、555･556 年の白猪・児島屯倉設置に伴い、大和王権から新たな渡来人が吉
備に派遣され、そこで戸籍の管理や新たな鉄生産、鉄器生産が行われたことが推測される。
　5 世紀代の吉備は（大和王権との関わりは当然無視できないが）、朝鮮半島と直接的に深く関
わり、渡来人たちの技術・情報・知識などによってこの地域を大いに発展させたが、5 世紀後半
の反乱以後は一時的に衰退し、6 世紀中葉の白猪・児島屯倉設置により、新たな渡来人を畿内か
ら受け入れ、さらに展開したことが推測された。このような吉備備中地域と朝鮮半島との一連の
関わりが律令期の「賀夜郡」へとつながっていったものと考えられる。
４．畿内地域
⑴　葛城の渡来人（奈良県立橿原考古学研究所 1996 ～ 2003、木下 2006、坂 2010、坂・青柳
2011、坂編 2016、青柳・丸山 2017 など）
　名柄・南郷遺跡群は、葛城氏関係の遺跡として有名である。豪族居館、高殿、豪族の祭祀場、
渡来人を中心とした工人たちの仕事場、生活の場などが確認されている。盛期は 5 世紀で、6 世
紀の縮小期を経て 7、8 世紀に再びやや栄える。近接する首長墳としては、墳長 238m の前方後
円墳である室宮山古墳（5 世紀初、葛城襲津彦墓の説あり）、墳長 150m の前方後円墳である掖
上鑵子塚古墳（5 世紀前半）があり、その南側に 5 ～ 7 世紀の巨勢山古墳群（総数 800 基以上、
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鍛冶具・ミニチュア煮炊き具副葬墳あり）がある。また、南郷遺跡群から南約 5km に五條猫塚
古墳がある。5 世紀前半の一辺約 30m の方墳で、鍛冶具のセットや蒙古鉢形眉庇付冑など朝鮮
半島と関わりの深いものを副葬している。
　南郷遺跡群における渡来人の仕事は、鉄器、銀製品、金銅製品、ガラス製品、鹿角製品などの
生産とともに、馬飼育も推測されている。
　渡来人関係の遺構・遺物としては、大壁建物、オンドル住居、慶尚南道・全羅道・忠清道系の
軟質系土器・陶質系土器、算盤玉形紡錘車、円筒形土製品など多くのものが検出されている。
　葛城氏に関しては、『日本書紀』に允恭天皇・雄略天皇の代に反乱を起こし、衰退したことが
記されている。南郷遺跡群も 5 世紀中葉頃にはやや衰えており、記録と対応している。そして 7
世紀には再び古墳・集落・寺院などで活況を呈したことがわかっているが、これらには葛城氏の
権益を受け継いだ蘇我氏が関与していると考えられている。この地にいた渡来人およびその子孫
たちも蘇我氏が受け継いだものと推測されている。
⑵　王権の渡来人
　鉄器生産　畿内における鉄器生産遺跡として最も注目されている遺跡は大阪府柏原市大県遺跡
群である。古墳時代最大の鍛冶遺跡として注目され、5 世紀前半代からの全羅道系軟質系土器な
どがまとまって出土すること、周溝をもつ地上式炉の存在などで 5 世紀以降の王権（物部氏 ?）
が関与する官営工房と考えられてきた。しかし、近年の調査で 5 世紀代の鍛冶関係についてはあ
まりよくわからず、6 世紀以降の様相であると考えられるようになった。ただ、全国的に珍しい
6 世紀代の平底深鉢などの存在はやはり渡来人との関わりを推測させる。
　また、高井田山古墳（5 世紀後半）などとの関係も考えると、やはり 5 世紀代からの王権に関
わる鍛冶工房がこの地にあった可能性は考えておきたい。『古事記』応神天皇段の百済からの「韓
鍛、卓素」渡来記事との関わりも注目されており、文献史料との関わりも総合的に検討すべきで
あろう（北野 2010 など）。
　須恵器生産　王権が関わる須恵器生産の代表的な場は、陶邑窯である。古くから『日本書紀』
などの記録を用いて王権との関わりなどは述べられてきたが、渡来人との関わりはあまり検討
されてこなかった。しかし周辺の集落遺跡（小阪遺跡、伏尾遺跡など）や大庭寺遺跡の発掘調
査により、渡来人を意識した検討が飛躍的に進んだ（大阪府教育委員会ほか 1989 ～ 1996、植野
2005、田中 2016 など）。
　窯跡出土品の初期須恵器も当然であるが、工人たちの集落における生活に関わる軟質系土器や
円筒形土製品、仕事道具である陶製無文当て具などの出土によって渡来工人たちの故郷（おもに
加耶西部、全羅道地域）との関わりもより検討されるようになった。
　一方、王権のもと陶邑窯の須恵器生産に関わる氏族として「大神氏」がよく取り上げられる（中
村 1981 など）。そして坂本和俊（1987）の指摘や近年の菱田哲郎などの検討により、各地の須恵
器生産地周辺に大和三輪山の神との関わりを推測させる神社が存在することが確認され、「部民
制の伴造－部民という関係を通して、三輪神祭祀が須恵器生産者に広まった」（菱田 2005）と考
えられている。
　馬飼育　初期の馬飼育も渡来人との関わりが深いと考えられている。大阪府蔀屋北遺跡では 5
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世紀代の馬土坑が検出され、全羅道系の軟質系土器、移動式カマド、Ｕ字形カマド焚き口土製品
などによって、その周辺部の遺跡群も含め、馬飼育・牧 ･ 渡来人の関わりが想定されている。鍛
冶関係遺物も出土しており、馬具の修繕なども行ったと考えられている。『日本書紀』などに記
された「河内の馬飼」に関わる場であると考えられている（鹿野 2006、藤田 2011、大阪府教育
委員会 2010・2012 など）。
５．渡来人からみた王権と地方
　以上、簡単に西日本の代表的な渡来人関連地域をみてきた。福岡市西新町遺跡のように 3 世紀
代から比較的多くの渡来人が往き来し、一時定着したムラもあるが、渡来人の本格的な移住は 5
世紀に入る頃からである。5 世紀の渡来人関係の遺構や遺物は各地で急激に増加する。今回取り
上げた地域以外においても数は少ないが、同様である。ただ、その遺跡の数は畿内とそれ以外の
地域で差がある。
　古墳時代の朝鮮半島系土器出土遺跡は、「はじめに」にあげた資料集などによると、大まかで
はあるが、河内 60、大和 80、播磨 80、備前 10、備中 30、筑前 60、豊前 20、筑後 10 である。
朝鮮半島系土器の認識に幅があり、それは考慮しなければならないが、河内、大和、播磨、筑前
に多く、その次が備中である。つまり吉備は確かに一つの地方の中心地ではあるが、筑紫や畿内
にはおよばない。
　次に 5 世紀代の鉄器生産関連の専用フイゴ羽口出土遺跡を野島永 2009 の成果によってみると、
河内 13、摂津 4、大和 2、播磨 2、吉備 0、筑前 1、豊前 1 で、河内に集中している。鉄との関わ
りがよく取り上げられる吉備においては 5 世紀の鍛冶関連遺跡は 3 ヵ所ほど確認されているが、
専用フイゴ羽口は 1 ヵ所も確認されていない。5 世紀の鉄器生産の場にすべて渡来人がいたとは
言わないが、その可能性は比較的高いと筆者は考えており、この 5 世紀の鍛冶関連専用フイゴ羽
口出土遺跡数の差は、畿内と地方の鉄器生産など主要産業に関わる渡来人の数の差を反映してい
ると推測される。
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　また、北部九州と吉備の 5、6 世紀の渡来人のあり方において、地元の豪族と朝鮮半島・渡来
人たちとの直接的な関係と、その上に大和王権が覆い被さる形がある可能性について述べた。大
和葛城地域においても同様で、朝鮮半島と地方との直接的な関係、大和王権と地方との関わりが
時期とともに変化していると考えている。5 世紀前半における地方と朝鮮半島との関わりは、一
部大和王権が関わるにしても完全な上下関係ではなかったと考えている。しかし 5 世紀後半以降、
吉備ではいわゆる「吉備の反乱」以後、筑紫では一部 5 世紀後半に、そして 6 世紀前半の「磐井
の乱」以降に屯倉の設置などを通して、王権が明確な上下関係でこれらの地域に関与したものと
推測している。その関与に渡来人の移住も含まれていると考えている。
　北部九州の初期須恵器生産地で、5 世紀前半に操業が始まった筑前国夜須郡朝倉窯跡群では 5
世紀後半に加耶西部系の須恵器から大阪の陶邑系須恵器にかわる。この窯跡群の小隈窯跡群の東
北東約 3.5km に「大三輪神」を祀るとされる『延喜式』式内社である於保奈牟智神社（大己貴神社）
がある。5 世紀後半の朝倉窯跡群の陶邑系須恵器生産の始まりに関わるのか、那津官家との関わ
りが推測され、6 世紀中葉頃に操業を開始する牛頸窯跡群と関わるのかはわからないが、筑紫地
域における渡来系の人々を含む須恵器生産に王権が覆い被さった状況が推測される。
６．おわりに
　渡来人たちは日本列島にどのように渡って来て、中央・地方を問わず、どのように受け入れら
れ、どのような仕事・生活をし、そしてどのように一生を終えたのか。さらにその子孫たちはど
のように日本列島の人々と暮らし、同化していったのか。
　地方の豪族たちはどのように彼らを受け入れ、そして王権がその上にどのように覆い被さって
いったのか。一部地域では 3、4 世紀代にも渡来の波はあるが、多くの地域では 5 世紀に大きな
波がやって来た。各地の豪族たちは彼らの技術・情報・知識などに期待して、地元に受け入れ、
そしてその地域を発展させていった。しかし、5 世紀後半以降の段階的な王権の強化によって、
地方豪族たちが王権のもとに押さえ込まれる中で、渡来人たちも王権の関与の中で移動し、仕事
をしていったものと思われる。地方における渡来人の重層性・多重性、そしてモザイク状のあり
方を改めて認識すべきと思われた。
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